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概 要：

本会議は，原子力発電所の保全 (機器の検査や補修，交換) に着目した，世界最初の国際会議である。既

設の原子力発電所の運転時の安全性を維持するために，保全活動が重要なことは論を待たない。一方で，現

実の保全活動では，従業員の被曝量低減や，稼働率向上による経済効果も考慮される。つまり，科学的な根

拠に基づく効率的な保全活動を希求する必要がある。

本会議は，こうした現状に鑑み創設され，第一回の開催を迎える。開催の学術的意義は，以下の三点であ

る。

1 ) 機械，電機，計測，制御，材料等の幅広い学術分野から，保全活動の向上に資する研究開発成果を持ち

寄り，最新の知見を共有すること。

2 ) 従来は事業所毎に蓄積されてきた経験知を収集して，分析し，保全に関する推奨事例を共有すること。

3 ) アカデミアという自由な議論の場を活用して，運転プラントの安全性向上に資する忌憚のない意見交換

を促進すること。

第一回目の開催にも関わらず，当初の予想を大きく上回る 180 名を超える多くの参加者があり，国内外の

研究者・技術者が深くディスカッションを行うことが出来た。今回の成功を受け，ICMSTは約 1 年半ごとに

国内外で交代で開催されることが組織員会で決定した。
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概 要：

ASP-DAC (Asia and South Pacific Design Automation Conference) は，大規模集積回路 (Very Large

Scale Integrated Circuit, VLSI）と電子システムの設計自動化をテーマとするアジア・南太平洋地区最大の国

際会議であり，VLSI の物理設計，論理・機能設計，テスト，電子システムの仕様記述から，組込みシステム

のためのプロセッサやそのソフトウェアの設計に至る種々の技術を対象としています。1995 年の第 1 回開催

から今回で 18 回目を迎えました。

ASP-DAC は 米 国 の DAC (Design Automation Conference)，ICCAD (International Conference on

Computer Aided Design)，欧州のDATE (Design Automation and Test in Europe) の姉妹会議として国際的

にも認知度の高い国際会議であり，今回の会議には日本を含む 19 カ国から 462 名 (国内 287 名，海外 175

名) の研究者が出席し，活発な議論が行われました。

国内外より 311 件の一般投稿論文がありその中から 97 件を採択 (採択率 31.2%) し，設計開発者・研究者

が最新の研究成果について発表を行いました。

アジア・南太平洋地区からは日本を除いて 91 名の参加者があり，本会議の趣旨の一つでもあるアジア・南

太平洋地区におけるVLSI 設計と自動化分野の研究活性化に貢献できたものと考えております。

立石科学技術振興財団

― 138 ―


